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地域の魅力的な
生活文化空間発見

×
茶の湯のもてなし発信

花園大学茶道部和敬會

プロジェクトの目的

茶の湯を介して、自然豊かな粟田地域の魅力を伝える。

• 南北に流れる白川
• 東西に走る旧東海道（東山山ろくの道）



プロジェクトの連携について

プロジェクトの進め方
（3つのステップ）



茶の湯と建築の学生の協働ワークショップ
2014年7月31日実施

地域の魅力的な場所を発見するまちあるき
2014年8月4日実施



魅力的な場所で足を止めてもらう茶席
2014年9月20日実施





場所の使い方をみんなで考える茶席
2015年3月1日実施



プロジェクトの成果

①地域の特徴を活かしたもてなしの場の作成（来客66名）

→茶の湯でもてなしつつ、地域の魅力をお話ししました。

②学生主催の、地域の魅力を考えるお茶会の実施（来客23名）

→発見した地域の魅力的な場所で茶の湯を提供し、好評をいただきました。
→改善案や、またやって欲しいなど、いろいろなご意見をいただきました。

③他大学学生の運営への参加

→地域の大学の茶道部の学生など、複数大学の学生が地域活動に参加しました。


